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平成7年兵庫県南部地震の統一的な災害名として「阪神・淡路大震災」と呼称されています。 

①①発発生生日日時時    平成７年１月17日 午前５時46分 

②②震震  源源     淡路島（北緯34ﾟ36' 東経135ﾟ02'） 

③③震震源源深深ささ    約16km 

④④規規  模模     マグニチュード7.3（※） 

⑤⑤震震  度度     震度６（一部地域で震度７） 

※平成13年4月23日気象庁の見直しに伴い、マグニチュード7.2から修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災は、多くの命を奪うとともに、都市基盤や建築物に甚大な被害を与え、市民に直接

的な大被害を与えました。また、復旧の長期化に伴い、産業、都市機能、生活などに様々

な影響を及ぼしました。 

((11))  被被害害概概要要（（神神戸戸市市外外含含むむ））  

①①死死亡亡者者        ６，４３４人 

②②負負傷傷者者       ４３，７９２人 

③③全全壊壊及及びび半半壊壊棟棟数数 ２４９，１８０棟 

((22))  市市民民生生活活へへのの被被害害（（神神戸戸市市ののみみ））  

①①人人的的被被害害（（神神戸戸市市）） 

・死亡者       ４，５７１人（H17.12.22変更）不明者 ２人 

・負傷者      １４，６７８人（H12.1.11） 

・高齢者（60歳以上）死亡者 約59％※ 

・家屋倒壊による死者 多数 

※高齢者死亡者の割合は、平成17年12月22日現在（死者4,571人）での割合 

  

  

  

焼焼失失ししたた建建物物＜＜灘灘＞＞  座座屈屈ししたたビビルル＜＜中中央央＞＞  焼焼けけたた車車両両等等＜＜長長田田＞＞  

兵兵庫庫県県南南部部地地震震のの概概要要  

被被  害害  

阪神・淡路大震災の概要

防災福祉コミ ュニティ 活動において阪神・ 淡路大震災の教訓を伝えることは、最

も重要なことです。 ここでは、その概要について記載しています。



12 

②②避避  難難  

・ピーク時：避難所箇所数  ５９９箇所（H7.1.26） 

避難人数    ２３６，８９９人（H7.1.24） 

避難所就寝者数 ２２２，１２７人(H7.1.18) 

③③公公共共施施設設のの被被害害  

・市役所、病院等の重要公共施設の破損、倒壊 

④④学学校校教教育育・・社社会会教教育育・・文文化化施施設設のの被被害害  

・学校園の約８５％が被災 

・博物館、中央図書館旧館、ポートアイランドスポーツセンター等の破損、倒壊 

・酒蔵、異人館等の破損、倒壊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《《阪阪神神・・淡淡路路大大震震災災「「11..1177 のの記記録録」」》》  

  震災についての記録写真をオープンデータとして提供しています。 

http://kobe117shinsai.jp/ 

※写真等資料：神戸市ホームページより 

焼焼けけたたビビルル＜＜須須磨磨＞＞  破破損損ししたた高高架架橋橋＜＜東東灘灘＞＞  救救援援物物資資のの車車列列＜＜中中央央＞＞  

動動物物園園がが自自衛衛隊隊基基地地にに  建建設設がが進進むむ仮仮設設住住宅宅  炊炊きき出出しし風風景景  
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http://kobe117shinsai.jp/
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約 100 年～150 年の周期で発生している南海トラフ巨大地震。 

近い将来、発生する可能性が高く、非常に大きな被害が想定されています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

津波が発生するかどうかで避難行動が変わります。 

まずは、津波に関する正確な情報を集める事が重要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震ととはは  

巨巨大大地地震震がが発発生生ししたたらら、、どどううななるる？？

巨巨大大地地震震直直後後はは、、津津波波のの情情報報もも確確認認！！

南海トラフ巨大地震と地震への備え　～災害を知り、備えよう～

今後3 0年以内に70％～8 0 % の確立で発生すると 懸念さ れている「 南海ト ラフ

巨大地震」。 南海ト ラ フ巨大地震の概要や地震発生時の対応についてご紹介

します。
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地地震震時時のの避避難難行行動動  
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大雨や地震などが引き金になって、急傾斜地の崩壊（がけ崩れ）や土石流、地すべりに

より起こる災害です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●宅宅宅宅地地地地のののの災災災災害害害害    

大大大大雨雨雨雨等等等等にににによよよよるるるる地地地地盤盤盤盤のののの緩緩緩緩みみみみやややや排排排排水水水水不不不不良良良良にににによよよよりりりり、、、、宅宅宅宅地地地地のののの斜斜斜斜面面面面やややや擁擁擁擁壁壁壁壁、、、、石石石石積積積積みみみみがががが崩崩崩崩れれれれるるるる災災災災害害害害でででですすすす。。。。    

 

・宅地の所有者や管理者は災害が生じないよう、

常に安全な状態に維持・保全しましょう。 

 

 

 

土砂災害の恐れのある区域を「土砂災害警戒区域」（イエローゾーン）として指定してい

ます。イエローゾーンの中でも、災害が発生した時に建物に損壊が生じ、住民に著しい危

害が生じる恐れのある区域を「土砂災害特別警戒区域」（レッドゾーン）として公表しています。 

自宅や地域内がイエローゾーンやレッドゾーンに該当している場合は、あらかじめ大雨

時の避難方法や活動方針を考えておきましょう。 

土土砂砂災災害害ととはは？？  

身身のの回回りりのの危危険険性性をを把把握握ししままししょょうう。。

土砂災害・風水害　～災害を知り 、備えよう ～

出水期（ 6月～1 0月）を中心に毎年、土砂災害や風水害の被害が発生しています。

身の回り に潜む土砂災害や風水害の危険性について学びまし ょ う 。
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●●●●洪洪洪洪    水水水水    

河河河河川川川川のののの水水水水ががががああああふふふふれれれれたたたたりりりり、、、、堤堤堤堤防防防防がががが決決決決壊壊壊壊すすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり、、、、ははははんんんん濫濫濫濫がががが発発発発生生生生すすすするるるる災災災災害害害害でででですすすす。。。。    

・洪水により浸水する恐れ

のある区域を「河川の洪

水による浸水想定区域」

として公表しています。 

・自宅が洪水浸水想定区域

にある場合、あらかじめ

大雨の時の避難方法を考

えておきましょう。 

 

●●●●内内内内水水水水ははははんんんん濫濫濫濫    

大大大大雨雨雨雨にににによよよよりりりり、、、、雨雨雨雨水水水水管管管管やややや側側側側溝溝溝溝のののの排排排排水水水水能能能能力力力力をををを超超超超ええええるるるる大大大大量量量量のののの水水水水がががが流流流流れれれれ込込込込んんんんだだだだりりりり、、、、水水水水位位位位のののの上上上上

ががががっっっったたたた河河河河川川川川やややや海海海海かかかからららら水水水水がががが逆逆逆逆流流流流すすすするるるるここここととととでででで、、、、雨雨雨雨水水水水ががががああああふふふふれれれれるるるる現現現現象象象象でででですすすす。。。。 
・内水はん濫により浸水する

恐れのある区域を「内水は

ん濫による浸水想定区域」

として公表しています。 

・大雨の時は、浸水想定区域や

過去にあふれた箇所、地盤が

低い箇所に注意しましょう。 

 

●●●●高高高高    潮潮潮潮    

台台台台風風風風やややや発発発発達達達達ししししたたたた低低低低気気気気圧圧圧圧のののの接接接接近近近近時時時時、、、、海海海海面面面面のののの水水水水位位位位（（（（潮潮潮潮位位位位））））がががが異異異異常常常常にににに高高高高くくくくななななるるるる現現現現象象象象でででですすすす。。。。    

・台風等の接近時は、高潮に

よる浸水の警戒が必要です。

防潮堤の海側や海岸付近に

は、近づかないようにしま

しょう。 

 

 

 

 

 

・水位は短時間で上昇することがあります。大雨や洪水の注意報・警報発表時はもちろん、

雨が降り始めた時、雷が鳴っている時、上流に雨雲や入道雲が見えるときには、河川や

河川内の遊歩道からすぐに上がりましょう。 

風風  水水  害害  
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